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CT_150形色差方式カラーテレビ受倍機
TypeCT-150ColorTelevisionReceiver

竹 内 万 巳*
KazumiTakeucbi

内 容 梗 概

日立製作所においてほ,家庭用カラーテレビ受信機の改良研究を進めていたが,今伺その量産

NHKをはじめNTVその他の放送会社にi

作を完了し,

鹸検討をお願いしている｡本稿でほこれらCT-150形カラーテレ

ビ受信機の概要を.記し,改良された諸血こついて概説を行った｡なお,偏向ヨークの磁界の検討を行って･コ

ンパーゼソスに影響を及ばすリンギソグ現象について考察を加えた0

l.緒 言

トQ方式から=発したカラーテレビ受信機の研究ほ,何路方式の

乱射ヒと,作能の向上および安定化を日焼として進められ,さきに

札止評論昭和34年11月引こ発表した色差方式カラーテレビ受信機の

.甘作完了を見るに至ったが,その後さら
跡衡に られ,量産.拭

作を完了し,CT-150形の完了を見た｡CT-150形は家庭用カラー

テレビ受信機として設計されているが,街頭テレビその他の特殊トー†

偶にも便川しうるように考 り,受像管も日立製作例

において製作されているので,全日立製作所製のカラーテレビ受信

機である｡

本稿においてi･-よ,CT-150形色差力式カラーテレビ受信機の概要

を.記し,カラーテレビ用偏向ヨークのリンギノブ現象について検討

を加え考察を行う｡

2.CT-150形カラーテレビ受信機の概要

CT-15()形カラーテレビ･受信機ほ,量産川として設計されたもの

で,1j帥･l発表したCT-140C形に比較して多くの点で改良が加えら

れている｡

キャビネットは,オーディオスタンドと受信機本仙こ二分さj~して

おり,家庭川としてほ,弟l図のように両者を併川するが,術頭テ

レビなどの特殊Ⅲ抑こほ,受信機本体とトランペットホーンスピー

カを併用することにより,きわめて′J､形なカラーテレビ受信機とな

る(ノ

外形~､j■法および

受信機本体 862111nl(幅)x647111111(高さ)×736nllll(奥行)

オーディオスタンド 86211ュ111(幅)×310111nl(高さ)×650mlTl

320111m(高さ)

約106kg

キャビネットのん側面がとびらとなっており,シャシー裏面の瓜

検に便なることほCT-140C形と同様である､キャビネット上面

のふた構造もCT-140C形と同様で,一受像管周辺の調整に低利であ

る､こ)コンノミーゼソスパネルほキャビネット上面のふたを取除いたの

ちに内部より板目して同定できるようになっており,両面をみなが

ら--･人で調整ができるように考慮されている.∴.

キー17ビネット前面の外部 整つまみほ,卜1∴し‡テレビ受信機に比較

して,色相.調整と色飽和度調整が増加しているだけで,取扱いはは

なほだ簡埋である､_｡

受像管前面の保護ガラスほ,ブナラール薄膜を間にほさんだサン

ドウィ､リチガラスであり,ノ友仝咤がきわめて高い..なお,プチラー

ル蒔膜にはわザかに着色を施し透過率を6(ト75%として,外光によ

*】=〃根作所秋沢丁場

第1図 CT-150 形色走力武力ラーテレビ受信機
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第4図 小間周披l二l動小爪Ⅲり御情性

り画質がそこなわれるのをさけた 保護ガラスの分光透過*は弟2

図のとおりであるL-.

B電源整流l【り路にほ整流用真空管を似川せずに,シリコン整流器

をブリッジ接縦して掴いているので,電班iインピーダンスが低~卜し,

さらに消費電プJの点でも_全体として約15%減少L,約400Wである.ご

使用真空管数ほ,一受像管を含めて30木であり,CT-140C似こ比

較してさらに少なくなっている.ゝ.受像管ほ,[l土製21CYP22を便

川し,良好な色調の画像が得られている｡

オーディオスタンドにほ20cmスピーカ2†軋および6.5cmスピ

ーカ1個を備え,忠実度の高い良好な占＼汽が得ちれる)さらに術頭

テレビとして使川する場合にほ,トランベットホーンスピーカを用

いて,十分な占∵星をうることかできる､ノ

3.改良された諸点

3.】直流再生回路

カラーテレビ受信機ほ,各原色の混合によF)画像を合成するので,

これら布原色信けの人きさほもちろん,その直流レベルも確粟に郎

坐されなければならない_.このた裾こ,パルスクランプl‖は各を利川

しているが,パルス波形の変化,およぴ,受信機の動作状態の変化

により直流再fl三機能がそこなわれ,画質を劣化させることがある･

特に｢l∴l.‡テレlご･受†.てl=廿二,両憫拍イl黒でな十倒木とLて色がわずか

についた状態になることが多い- CT-15()形カラ【テレビ受信機で

は,策3図のような両統再′~回刊甘な使用し.ノ友フi三ノ.`1こ盲i■i二流分がf耶-れ

るように考慮が払われている｡
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第5図 維

Tl｢｢1

除 去 恒l路

3.2 色度信号増幅回路

肛軋醐榊11路ほ,信ぺ･のひずムを極力さけ,1自二線性良く増価伝送

するように考慮さJL,CT-140C形に比較し,高調波ひずみほ6--

10dB轄滅された｡フ己来,帯域脚幅川路むこは輝度信月の高域郁分が

盲昆入するばかりではなく,相成増幅儲で輝度信り･の低域那分の高調

波ひずみが];じ,これが柿城増幅器Jl†力信一り･として色度信拉復調揖

に印加されるJこのために,映像の巾で,粕に輪郭祁分に色雑音と

なって現われ,はなほだ画質をそこなう帆-!りカ;あったが,CT-150形

でほこのようなことはなくなったく〕

3.3 自動利得制御回路

日動利得制御同路は増幅形を使用し,また高周波増幅岩削こは遅延

形日動利得制御L■礪各を用いているなどの止ほ,CT-140C形と同様

であるが,CT-150形ではキードAGC回路の採用iこより,弟4図

のようなきわめて良好な特性が得られている｡さらにキードAGC

回路により,信号のL自:流分が忠実に西4され,画質の向上に役立っ

ている｡

3.4 雑音除去回路

雄一肯除去回路は,カラーテレビ受信機と拍車用別系があるわけでほ

ないが,テレビジョン受信機の同期偏向系が,維萬によって.1Lされ

て安定な映像が得られないという事故がしばしば起るし.CT--150形

カラーテレビー受信機では,第5図のような雑音消去川路を川副信り･

増幅系の初段に設け,′左足な映像が得られるように考慮が弘われて

いる⊥･ニの雉盲･除去lりl路ほ,雑古補償形1=l路であり,ほとんど完全

な雑音除ムか■-∫能で,自動車妨閂などに対してほ十分な効来をもっ

ているし

3.5 音声出力回路

家庭川カラーテレビとしても,また街頭朋カラーテレビとLても

十分に豊かな一汁_量と良好な音質を確保するために,出力段ほ6AR5

のプッシュプル増幅とし,スピーカほ20cIT12個と,6.5cllll個を

使ノー11している

3.る 電源回路

矧塗樋里涜管=の他州をやめて,シリコン整流話語を傾川し,消費`

の減少と,発熱旨の減少に伴う受信機の安定度の向上が行われた｡

4.偏向ヨークの問題点

4.1ビームコンパーゼンスに対する偏向ヨークの欠陥について

CT-150杉カラーテレビ受信機i･ま,三電子銃カラー受像管を使川

しているので,これらニーi′i電子銃からの3本の電子ゼームが∴受像管

頃光l巾で動こ一-エ放していなければならないし.ところが,三甘予銃ほ,

､告体的に配荷されており,したがって3本の電子ビームが

ク小の磁㌧■ぃわ鋸粧すろ帽章,それぞれ異烏{た部分を滴る.1偏向ヨ

ーク申の磁弊は一様でなく,場所によりその強度およびカ向か異な

るのが~汗滴である.‥.このために,偏向された3本の電子ビームは,受

像滞京光川トご一致せザ,またその不一致の状皿もほなほだ複雛とな



CT-15()形 色 差 方 式 カ

第6図 dl電了一ビームのリソギング現象

雛7図 緑電丁ビームのリソギソグ現象

甘‡8同 音電一千ビームのリンデング現象

る.-､二れらイニーー･致の状況せ分析すると次のようになる｢､

〔1)叩.に仝伸として位躍が一様にずれているもの.､

(2)偏向による走璃り封加こついて,一一次闇数に従って,何楓′何

にずれているもの._-

r3)偏向にエるむ査ノル】について,二次関数にしたがってザjL

ているもの.‥.

(4)仙一如こよる走f_り加加こついて∴l■Jバ欠関数に従ってずJL･てい

るもの..

(5~)価一1｣による走企ノルJおよび,それと什叶ノノJ届こ,振動的に

ザJLているもの.

(6)両帝=二で村仲縦ノル勺で,粕こザれのl~]だつものし

これら不一--▲致の各項Ilの小でほ,(1),(2),(3.)ほコンパーゼソ

スマグネット,青横位置マグネット およぴコンパーゼンスヨーク

により一英用土さしつかえない糧度に補正されている.ニ(4)ほその郎

度が軽度であり,拍別に補正を行わなくても友障ほない.-∴(6)につ

いてほ,今後さらに検討の上,機会を得たら公 Lたい.二,木偏でほ

(5)についで君干の実験紆某を示して,一考察を行いたいと考える.)

4.2 リンギングが各電子銃で異なる状況
-●

｢銃受像管でほ,水､l′走査の開好泄如こリンギング現象がおこ

り,そのリソギソグが,苓電予銃でそれぞれ様柚を矧･こするので.

補jl三がl月難である.二.

このリンギノブ現象がどのように起るかほ,弟d,7,8図に-･例を

ホしてある= ホ電丁ビームが最もひどく,ほかの電√セームにも程

度の差ほあるが同機に起っている｡

リンギング現象が偏向ヨークと和対的にどのような関係にあるか

を吟味するために,三電子銃に対する楓一1Jヨークの相称佃甘射=他ミ

させて,3偶の電イセーム♂)リンギングの変化を調べる1_.リンギン

グの大きさを衣わすために,弟9図のようにリンギング仙縦を考え

る､.リンギング州税の7,ミ端=よ托々の原lペにより乱されているので,

計算によって包結線を決定しノ,特定サ津射好こおける大きさを求めて

グラフに衣わLた__.

リンギソグIltl縦を,次式でJ二Il摘も化して表わす｡

AニーA｡三 丁~sin(仙才一1-(与)

ここで,丁:減衰の時定数

rをリンギング現象の周期とし,AlおよびA2をそJLぞれ隣り

合った‥tの高さとすると,

A2

Al■~こ

Tおよび

二log

_壬

･定と考えれば

Al

A2

ゆえに包路線の方程式ほ

67
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第9同 罪悪化されたリソギソグ曲線
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市電子ビーム
揺電子ビーム

青電子ビーム

雛10図 水平および垂直に偏向し,偏向ヨークを回転

させた場ハの各電J′･ビームのリソギソグ現象の変化

β=｡｡∈丁=｡｡ミー与log一芸三
巨｣1でA=Alとすると,

月

‖け
(CA log莞:)什｢車

おのおののリソギング曲線について任意の場所のAl,A2を求め,

特定の場所′についてのβを計算し,プロットしたのが第10図で

ある.｡

また,Al.A2が測ぶいこくいIl串こは,A】おエびA3から同機な

方和式が‖ちかる′J

月二Al三
(子･(}g雲:1り1-′〕

弟】0図で,何度ほ偏向ヨークの正常な位閏をげとし,柵而のほう

から見て時計~ノ州吊こ偏向ヨークを回転した用度を示す｡計算により

日給線の帖を求めた位眉冊J画面の左端から20mmの位置である｡.

弟10図ほ,水平および和白二ともに正状に偏向した場合であり,第

1】図は弟10図の場合と川-･の偏向ヨークについて,垂帝ニコイルに

は電流を流さず水平コイルのみを使用Lた場合のものであり,弟12

図は,弟】0図と同一一一の偏向ヨークについて,垂直コイルを取除き,

水~､lくコイルのみを恍川した場合のものである√.､

第】0一､､ノ12図のデータ一により,次のことがいえる｡

(1) 由仁lニコイルを取除いた場合のほうが,リンギソグ現象がは

げしいので,水平コイルから垂直コイルへの誘i掛こより,垂紅方

両のリンギングを すと考えるのは不適当である.｡
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第11岡 水平のみを偏向し偏向ヨークを回転させ

た場合の各`尼了-ビームのリソギソグ現象の変化

〝〆 売電子ビーム

ーーー一心一一一 線電子ビーム

ー▲-×一･- 吾電子L-ム

第12図 垂直コイルを除去し,水平のみを偏向し,

偏向ヨークを回転させた場合の各電子ビームのリ

ソギソグ現象の変化

(2)弟13図において水平偏向磁界の方向を矢印の方向とする

と,斜線で示した部分に相当する電子ビームに,特にリソギソグ

現象がほなほだしい｡

(3)(1),(2)から,弟13図の斜線部分の水平偏向磁界が,

他の場所と様相を異にしていると考えられる｡

1.3 水平偏向磁界のひずみ

水平偏向コイルを一様なインダクタソスと考え,偏向 流中にリ

ソギソグ電流があると考えると,すべての電子ビームに対して一

にリンギングが起るほずである1｡偏向電流中にリソギソグ電流が存

在することほ,別の実験により確認されている｡また,その 流に

より,水平走査方向について,電子ビームの偏向速度が変調されて

おり,その周期と,リンギソグ現象の周期が一致していることも確

認されている｡

特定の電子ビームのみが,特別にリソギソグ現象を起す原因の→

つとして偏向磁奥のひずみを考え,磁界分布図を求めた｡磁界の大

きさについては本稿では触れず,単に方向の分布を求めた結果につ

いて

方法としてi･ま,サーチコイルにより水平偏向磁界を取り出し,

68

第42巻 第6号

第13岡 リソギソグ現象のはげしい電子ビームの位置
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A:座標交差点の偏向磁界の大きさの相対値

B:座標交差点の偏向磁界の方向および偏向ヨークの中心軸に平行な

平面と垂直面との角度(degree)

㊥:偏向ヨークの中心軸

円形は･受像管ネック

第14図 水 平 偏 向 磁 界 の 分 布 岡
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A:座標交差点のリソギノダ磁界の大きさの相対値

B:座焼交ぇ克のリソキング磁界の方IJ･jおよび偏l｢りヨークの小心軸に

ザ行な平曲と垂直廊との角度(degt･eel

㊥:偏向ヨークの中心軸

円形ほ一受像管ネソク

第15図 リ ソ ギ ソ グ磁界 の 分布 岡

域軒披阿路を通過した波形より,偏向磁界のリソギソグ成分の方向

を測定した｡この場合,リソギソグの大きさは,その包路線の定位

置の幅をもって各成分の大きさとしたことは,さきに述べたリソギ

ングの大きさと偏向ヨークの角度の関係の場合と同様である｡

また,別に低域炉波回路を通過した波形により,偏向磁界の方向

および大きさを測定した(つ弟14図および弟15図はこれらの測定結
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果を示している｡ただし,各点の数字は,それぞれの磁界の方向と

大きさの相対値を示している｡

これらのデーターから次のことが考えられる｡

偏向コイルは,弟1る図のような等価回路で れさへノ

1
7
り

･いの高い周波数の成分は偏向コイルを低域炉誠回路と考えた時の並

容最を流れて,コイルには低い周波数の成分が主として流れ

る｡したがって,これら炉波回路の各段ごとに,コイルを流れる

流申の高い周波数成分と,低い周波数成分との比ほ偶々に異なり,

偏向政則こ変換される場合に偏向ヨrク小の個々の場

㈲こよって,それぞれ異なった低域炉波回路がそう入されているの

と同様になる∪このために,リンギソグ磁界は術前儲潮と必ずしも

方向が一致せず,偏向磁卿こ対して直角な成分を生じて電子ビーム

のリソギソグ現象の原因となっている｡

このリソギソグ現象の対策には,偏向ヨークを第1る図のように

多くの低域甘咄帥~り路から成ると考えずに,単に二段の節減回路から

成ると考えた,白黒テレビのリソギソグ防止対策が相当に有効であ

る｡しかし,良好なビームコソバーゼソスをうるためには,偏向ヨ

線の検討が必要であり,CT-150形カラーテレビ受信機は,

これらの点も十分検討され,良好な画像が得られている｡

5.結 R

以上,日立製作所横浜工場において量産試作を終り,生産態勢が

完了したCT-150形色差方式カラーテレビ受信機の概要を述べ,改

良点について 明を行い,さらに偏向ヨークの問題点に触れ,その

考察を行い,問題を解決することにより前回試作を上回る性能が確

保されたことについて記した｡今後の研究によりさらに多くの改良

を加え性能の向上に努力する考えである｡

(その1)
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